








T. Prendergast，K. Plötz，F. Gouin，C. Marcel 等の個人がそれぞれ提唱する教授



















































































































































































































H. Sweet の Practical Study of Languages のようなものが段々に出で来るであ
ろうが，これは従来の長を取りて短を補わんと試みたるやや健全の折衷法と言
える。従来の Ollendorf や Ahn の方法では作文法，談話法の形式が秩然とは
しているものの，心理的連続に乏しく，興味の少ないとの欠点があった。折衷
的・改良的なる Prendergast の Mastery System は日常口頭に上る通用語句を
以て教えるもので，ある点までは成功と言い得る。こうしてみると，採用すべ
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れ，また，H. Sweet の New English Grammar は歴史に重きをおく高尚な文法で，
理論に偏重しているため，教育現場においては理論，実用ともに豊富な例を与える
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